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アガサ・クリスティー

「ホロ|荘の殺人」(早川書房刊)
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-解説

いなった。重要なドラマを演じるのは、大竹しのぶ、藤真利子、和由布

子、池上季実子、女として女優として、いま最高にノッている

四人。さらに男優も、寺尾聴、三田村邦彦、夏八木勲、石坂浩

二、など豪華な充実したキャスティング。そして圏内でも最も

美しく、ミステリアスなロケ地として選ばれた神戸・南紀白浜

を舞台に華麗な女のドラマと謎の世界を展開する。

邦画界きつてのミステリー作品の監督として、野村芳太郎が

久々
に贈るミステリー-ロマン大作である。

全世界で「聖書」「シェークスピア」に次いで四億五千万部

以上も売れているのが、ミステリーの女王、アガサ・クリステ

ィーだ。
クリスティ!の作品は、映像的にも大変興味がもたれ、すで

に世界中で二

O
作品が映画化され、大ヒットしている。

今回製作される「危険な女たち」の原作「ホロ

l
荘の殺人」

は、クリスティ

l

の作品中、最もドラマチックで、画期的トリ

ックを使った作品として、英・米・仏・豪・日の五ヶ国で映画

化権を奪いあった。しかし、登場する女性たちの微妙な心理描

写は、日本映画が最も得意としているところ。監督は「配達さ

れない三通の手紙」で実績のある野村芳太郎である。さらに松

竹が、アガサ・クリスティ

l

のシリーズ化を考えており、その

第一弾として、この作品以外には考えられないと強く希望した。

などの理由から、遂に、世界で四ヶ国目(英・米・西独)の、

そして日本では初のクリスティ

l
作品の映画化が実現すること

-物語朝日に染まり、まるで血が流れだしたような白浜の海に高さ

五
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メートルの絶壁が直立している。この景観を眼下に見おろ

すようにして絹村家の別荘がある。

この別荘の持主、絹村健一郎は庭から聞こえるロックの音に

目を覚ました。
ラジカセから流れるロックに合わせて、健康体操をしている

のは絹村のノナだった。

ハナは、今日から三日間のことを考えると、もうジッシよ

られない。それは久し振りに六人も親しい客が集まるか一点九

医者の棚瀬秀雄とその妻紀子、子供の頃からハナ?索、

て貰っていた藤井冴子、水野美智子、升森弘、そし否

A3

荘の住人で小説家の枇杷坂周平たちである。一

4\

小児端息の療養のため、この別荘に来ている棚瀬夫

md

ヂ・

守も加わってにぎやかに夜会が始まった。話題はもっぱダ舟性

たちの釣り談議:::。翌朝には全員で海へ釣りにいくことにな

っていた。
賑かな夜会も一段落し枇杷坂も帰った。||一人の女性が鉢

植えを手に現れた。最近チヨット落ち目の歌手・橘まゆみ。自

分の借りた別荘の電気がつかなくてこまっているという。

この突然の訪問者を見て驚いたのは、棚瀬秀雄。まゆみと秀

雄はかつて結婚を誓った仲だった。まゆみも思わぬ再会に始め

は驚いたが、皆に堂々
と昔恋人だったことを話し、彼女の別荘

の電気の具合を見にいくという秀雄の申出存素直に喜ぶのだった。

腕をからませて夜の閣にきえてゆく秀雄とまゆみを別荘の二

階の窓から見送るのは、妻紀子の鋭い目。

それぞれの部屋に皆が引きあげたあと、弘は、食堂で水割り

を飲んでいた。弘は橘まゆみが現れる直前、秀雄と冴子が廊下

で指をからめている姿を見てしまった。弘は冴子に何度も結婚

を申込んでは断わられていたのだ。

湯上り姿で食堂に現れた美智子に、弘は突然結婚を申込んだ。

本当は弘を愛している美智子だが、ヤケ酒の勢いでプロポーズ

をされて、悲しかった。

久々
の逢瀬から秀雄がもどったのは、皆が寝静まった深夜だ

った。常に秀雄に対し献身的で柔順な紀子は、夫に不満も一言わ

ずに眠ってしまった。

翌朝。昨夜は何事もなかったように、皆釣りを楽しんでいる。

守と枇杷坂、健一郎とハナ、紀子と秀雄、弘と美智子、そし

て冴子はひとり、とそれぞれの場所で釣りを楽しんでいた。紀

子が守を探しに行ったその直後、フッと立ち上がった秀雄の顔

が一瞬こわばった。が、すぐさま何事もなかったように、微笑

みかけたその時、一発の銃声が響きわたった。

その音を聞いて走ってきた枇杷坂がそこに見たものは、血を

流して倒れている秀雄とその傍らで拳銃を握り、ぼう然と立ち

つくしている紀子の姿。やはり銃声を聞いて集って来た皆の驚

きの顔だった。そして、力強く、意外といった色もなく、切迫

した声で「冴子:::」と言うなり、秀雄は息たえていった||。

この時、誰もが拳銃を撃ったのは紀子だと思ったのだが::・。


